




















者数は、期間中のべ 220 名にのぼりました。 
? 講演会では、松本市文書館前館長の小松芳郎氏をはじめ、3 講演を行いました。 
 
? ? ◇講演 ?．「小岩井先生と松本」?
? ? ? ? ? ? ? ? 小松芳郎（松本市文書館特別専門員、前同館館長） 
? ? ◇講演 ?．「小岩井先生との思い出」 
? ? ? ? ? ? ? ? 可児光治（愛知大学文学部文学科（昭和 33年）卒、元東邦高校教諭） 




? ? ◇講演 ?．「東亜同文書院大学から愛知大学へ～小岩井淨と本間喜一～」?
? ? ? ? ? ? ? ? 三好章（愛知大学東亜同文書院大学記念センター長・現代中国学部教授） 
 
















































































































































































1947 1 予科 開設
4 法経学部 法政科・経済科 設置
国際問題研究所 設立 1948 6
学制改革により新制大学設置 1949 4 法経学部 法学科・経済学科 設置
文学部 社会学科 設置
霞山文庫買収 1950 3

















華日辞典編纂処(現、中日大辞典編纂所) 設置 1955 4 法経学部教養課程 開講
　 1956 4 文学部 史学科 設置
1958 4 文学部 哲学科 設置
1959 4 短期大学部文科第二部を廃止し、短期大学部文科
（女子） 設置
1961 4 短期大学部 生活科（女子） 設置 法経学部専門課程 開講
経営学研究所(経営総合科学研究所に1990年改称) 設置 1962 4
山岳部学生13名富山県薬師岳で全員遭難 1963 1









1977 4 大学院経営学研究科 設置







   ※名古屋校舎は車道校舎に名称変更
1988 4 短期大学部に留学生別科、別科（英語専修・生活環
境専修）開設 車道校舎 ※名古屋校舎は車道校舎に名称変更 名古屋校舎 新キャンパス(三好) 開校
※名古屋校舎は名古屋市東区筒井から西加茂郡三好
町に移転
















1997 4 短期大学部別科（英語専修・生活環境専修）廃止 現代中国学部 設置
12 法経学部第一部、法経学部第二部 廃止 法経学部第一部、法経学部第二部 廃止
教養部廃止 1998 4 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科、
比較文化学科（昼夜開講制） 設置
1999 4 文学部 日本・中国文学科、欧米文学科 設置
※文学科 改組
エクステンションセンター開設 2000 4 短期大学部 言語文化学科、現代生活学科 に名称
変更




三遠南信地域連携センター(現、三遠南信地域連携研究センター)設立 2004 4 経済学部1部を 経済学部 に名称変更
2005 3 大学院法学研究科 廃止






2006 3 外国人留学生別科 廃止
愛知大学孔子学院 設置 4
愛知リーガルクリニック法律事務所 開設 2009 10
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            愛知大学長 小岩井淨 
 
   愛知大学 10年の歩み 
   
   編集後記 
 















   













  ……中略…… 
 
   又本学の為に尽瘁せられた故人の方々について
も、その際に謝意を表したいと考えている。 
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 初代学長の決定① 
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    小岩井淨のすべて 
—ヒューマニズムに立ったその生涯—  
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 中俣富三郎 氏略歴 
鹿児島県出身、旧制鹿屋中学卒業後東亜同文書院入学、予備学生として館山砲術学校、マニラ警備
隊、戦後戦犯として死刑の判決、昭和28年釈放。 
東京新聞の記者を20年（特派員として香港・サイゴン・北京に勤務）外務省の海外広報誌の編集を10
年、そのあと「北京週報」の専家として招かれ北京に。 
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